
　2本の長いストレートと、大小様々なコーナーで
構成されたカートコース。
全日本選手権や地方選手権シリーズ、
そしてもてぎ選手権シリーズを開催している。
　コース構成は、ハイスピードセクションと
テクニカルセクションが絶妙にマッチ。
そのためマシンセッティングもハイスピードセクションに合わせるのか、
テクニカルなインフィールドに合わせるのか難しい。
　レース中の勝負どころとなるのが、
バックストレートエンドにある第3コーナー。
このコースの代表的なパッシングポイントといえるこのコーナーでは、
限界ギリギリのブレーキング競争が見られることだろう。
また、最終コーナー手前の複合コーナーも最後の勝負どころだ。


